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1 はじめに

近年，Internet of Things (IoT)という概念が話題と
なっており，先進国の都市の情報配信が変化すると考え
られる．現在，紙媒体や液晶画面で情報を配信している
が，ユーザが広告を目視し，自身の携帯端末でその情報
を閲覧するときには，プラウザを起動させて希望する
webページを検索しなければならず，簡易な情報を取得
する際でも手間と時間がかかってしまう問題点がある．
　本稿では，ローカル情報を配信する際，マイクとス
ピーカを向かい合わせるだけで通信可能な超音波通信
[1]を用いることを提案し，有用性と導入のための基礎
的な検討を行う．

2 想定するローカル情報配信サービス

想定するローカル情報配信サービスとは多様な環境に
ローカル情報を常に配信している情報取得スポットが存
在し，情報取得スポットにいるユーザがローカル情報を
取得するサービスである．図 1 は超音波通信を用いた
ローカル情報配信サービスのイメージ図である．想定す
るサービスでは配信するコンテンツはサーバが保有し，
統合管理を行うものとする．
　情報取得スポットには常に情報が配信されており，ロー
カル情報を配信する手段として超音波通信を用いるなら
情報取得スポットに音波を発信するスピーカを設置しな
ければならない．設置場所の例として，広告・クーポン
配信を希望する小売店の店頭や自動販売機などが挙げら
れる．ローカル情報とはある特定の場所で簡易に誰でも
取得できる情報のことで，小売店の広告や，クーポン，
URLなどの文字情報である．

図 1 想定するサービス

3 評価実験と評価・考察
　実験 1 に超音波通信における通信可能範囲の実験

を行った．実験から，送信端末と受信端末が一直線上の
ときの通信可能距離は 6mであり，受信端末が送信端末
より 30◦，45◦ ずれた時はそれぞれの通信可能距離はそ
れぞれ 4.5m，1.0mであることが分かった．通信角度に
よって通信可能距離が変わる結果より，超音波通信に指
向性があることを確認できた．
実験 2では Bluetoothと QRコードを比較対象とし，

情報取得時間に関する実験を行った．実験から，送信デ
バイスから 6ｍの距離の時，Bluetoothは約 27秒，QR

コードは約 8 秒，超音波通信は約 1 秒であることが分
かった．
実験 3にBluetoothを比較対象とし，消費電力に関する
実験を行った．実験から Bluetoothを使ったアプリより
も超音波通信アプリの方が消費電力が大きくなることが
分かった．
　実験 4にドップラー効果に関する実験を行った．実験
より，ユーザが超音波の通信可能範囲内で歩行速度で移
動した場合，ドップラー効果の影響は受けないことが分
かった．
　指向性がある超音波通信だが，360◦ スピーカのよう
な音を出力する面積が大きいものを送信デバイスとして
用いれば，一度に情報配信できる人数が増えると考えら
れ，人口過密環境でも情報配信が可能であると考えられ
る．
　超音波通信では通信可能範囲内における情報取得時
間が約 1秒であり，時間の制約があるような環境下でも
ローカル情報を配信でき，Bluetoothの情報取得時間が
平均 27秒であるから，合計の消費電力も少ない．
実験 4から情報を受信するのに静止する必要がないこ

とが分かったため，超音波通信を用いればエスカレータ
などの移動しながらの受信が強いられる環境でも情報配
信が可能であることが考えられる．
4つの実験から，ローカル情報を配信する際に超音波通

信を用いることにより，短時間かつ多様な環境下でロー
カル情報を配信できることが分かった．
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